
考えてみよう、あなたの営農計画 

 

住  所 白井市大山口○―○―○    

電話番号 ０４７（４９２）××××   

氏  名  ●● ●●●        

生年月日 Ｓ３０年４月２０日（５１歳） 

職  業 会社員（小売業関係）     

 

１．  家族について 

  【家族構成】 

氏    名 年齢 続柄 職   業 
備    考 

（就農に関する同意等） 

●● ●●● ５１ 本人 会社員  

●● △△△ ４８ 妻 パートタイム  

●● □□□ ２４ 子 会社員  

●● ××× ２１ 子 大学生  

●● ◎◎◎ ７１ 母 無職  

 

２．  就農の動機と目標 

 （１）就農の動機（なぜ農業を始めたいか、どのような経営を目指すのか）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載例 

家族の就農に対する意見等

を記入してください 

動機や、農業に対する考え、目

標とする農業経営のあり方など

を具体的に記入してください。 



 （２）経営の目標 

経営部門 
路地及び 

施設野菜 
希望地域 

市内○○地

区周辺 
就農時期 平成２０年 

作 目 トマト、キュウリ、ブロッコリなどとハーブ類 

規 模 
経営開始直後は路地栽培を４０アールと施設栽培を１０アール、

６年後をめどにそれぞれ２０アール規模を拡大したい 

所得目標 当初３００万円、６年後に６００万円程度を目標としたい 

労 働 力 
氏  名 年齢 続柄 農 業 経 験 

年間農業 

従事日数 

●● ●●● ５０ 本人 
現在週末のみ㈲○○

農場にて研修中 
２６０日 

●● △△△ ４８ 妻 なし（家庭菜園程度） ２００日 

●● ◎◎◎ ７１ 母 なし（家庭菜園程度） １００日 

     

 

３．  技術習得に関する事項（予定を含む） 

学 校 教 育 

・ 

施 設 研 修 

学校・研修先の名称 所  在  地 教育・研修期間 

   

研修内容 

農業法人等 

実 務 研 修 

研 修 先 の 名 称 所  在  地 研 修 期 間 

㈲○○農場 ○○市○○４－１ 平成１６年から 

研修内容 

 作物の肥培管理方法や防除方法などを研修中 

そ の 他 

名   称 所  在  地 研 修 期 間 

   

研修内容 



４．  販売・収支計画 

 （１）販売予定先 

販 売 先 作 物 名 販 売 単 価 売 上 高 

スーパー○○ △△支店 トマトほか 平均 ５０円 年間１００万円 

道の駅 ○○○ 直売所 同上 同上 年間１００万円 

レストラン○○○○ 同上 同上 年間 ５０万円 

ＨＰでの通信販売など 同上 同上 年間１００万円 

 （２）収入計画 

作 物 名 生 産 量 販 売 単 価 売 上 高 

トマト 年間 ２万個 ５０円 １００万円 

キュウリ 年間 １．５万本 ３０円 ４５万円 

ブロッコリ 年間 １万個 １００円 １００万円 

ハーブ類 年間 ４千個 １５０円 ６０万円 

その他   ４５万円 

    

合   計   ３５０万円 

 （３）支出計画 

諸 経 費 金   額 積  算  根  拠 

肥料、農薬代 ５０万円 堆肥○キログラム、農薬 

運送費 ６万円 一ヶ月５千円×１２ヶ月 

その他雑費 ４４万円 燃料、袋、資材など 

   

   

   

合   計 １００万円  



 （４）収支 

  （２）収入計画の合計  （３）支出計画の合計 

 （ ３５０万 ）－（ １００万 ）＝（ ２５０万 ） 

 

５．  資金計画 

（１）経営開始に必要な支出（機械・設備・研修など） 

事業内容 規模・内容・構造等 購入・実施時期 事 業 費 

ビニールハウ

ス資材 
３００坪（１０アール） 土地取得後 ３００万円 

トラクター ２０馬力程度 同上 ２００万円 

トラック 軽トラック１台 同上 １００万円 

管理機 １台 同上 ２０万円 

土地賃借料 ５，０００㎡／１年間 同上 １０万円 

その他 予備費として 同上 ３００万円 

 （２）資金調達計画 

資 金 名 借 入 時 期 金 額 備 考 

預貯金（自己資金） ─ ４００万円  

就農支援資金 

（認定就農者となる予定） 
農地取得後    ６００万円  

    

 

６．  その他  

 

 

 

 

 

 



就農までの各種スケジュール 

 

期  日 内          容 

H16年１月～ ５年以内の新規就農を目指して、週末のみ㈲○○農場での研修を開

始する。 

H18年 11月ごろ 就農候補地としている●●市・△△市・□□町ほか各市町村農業委

員会へ新規就農相談と農地のあっせんをお願いする。 

また、××県農業会議や農業開発公社等へも問い合わせを行い希望

に合った農地を探すことを開始する。 

H19年４月ごろ 勤務先を退職し、㈲○○農場でのアルバイトを開始する（退職後は

夫婦でアルバイト勤務を行うことを○○農場へ依頼済み）。 

ただし、農地取得が不調の際は計画をスライドさせ退職時期をずら

していく。 

H19年 11月ごろ 農地取得の目途がつきしだい認定就農者となり、就農支援資金を申

し込む 

H20年２月ごろ 農地の取得完了（借り入れ地５０アール） 

農業用機械類の購入（制度融資の利用） 

経営の開始 

 


